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Loss Prevention Circular  

石炭貨物の船積み 
 

こちらは、英文記事「LP Circular - Loading of coal cargoes」（2015

年 11 月 9 日付）の和訳です。 

 

石炭貨物を扱う場合には荷送人の申告書の正確さを確

認することが重要であることを、最近発生した石炭の

自己発熱による事故事例が示しています。 

 

最近、石炭貨物の自己発熱による事故が数件発生した

との報告が寄せられています。これを機に、石炭貨物

を取り扱う際には、自己発熱性を有しないことが十分

に証明されたもの以外は、自己発熱しやすい貨物とし

て扱うことが重要であることの再確認をお願いたしま

す。危険性を有する貨物の船積みに関わるリスクについては、過去の Loss Prevention Circulari でも取り

上げていますのでご参照ください。また、積荷役時に、乗組員が十分な監視を行うことが大切であり、

IMSBC コードに記載の要件を遵守する必要があります。 

 

荷送人の貨物申告書には、貨物の特性・性質やそれに関連する危険性が記載されているため、その内容

を詳細に点検すべきです。i 申告書に記載された情報が必ずしも正確なものばかりではないことを肝に銘

じておいた方がよいでしょう。IMSBC コードに違反する不正確な申告は、大量の石炭の船積みが行われて

いるインドネシアのような地域で見受けられます。最近では、南アフリカのサウスベイで船積みされた

石炭貨物において、「非自己発熱性を有しない石炭」、「メタンを発生しにくい貨物」であると申告さ

れていたものが、その後の専門家らによる調査によって、実際には両方の特性を有していたことが発覚

するというような驚くべき事例もありました。 したがって、石炭貨物を扱う場合は必ず、危険性がなく、

自己発熱しにくいということが十分に証明されない限り、危険性を有する貨物、自己発熱しやすい貨物

として取り扱うことが推奨されます。また、Gard では、あらゆる種類の石炭について、積荷役時のガス

のモニタリングと温度チェックを実施することを推奨します。疑わしい点がある場合は、直接、もしく

は現地のコレスポンデンツを通じて Gard までお問い合わせください。 

 

荷送人の申告書の正確性を確認すること、並びに IMSBC コード 

 

IMSBC コードは、(1) あらゆる種類の石炭に関する一般要件、(2) 自己発熱性を有する石炭、および(3) メ

タンを発生する石炭に係る「特別措置」について定めています。 

 

 あらゆる種類の石炭に関する一般要件：同コードの第 5 項に、「積荷役中および航海中、貨物積載場

所に立ち入らずに当該貨物の温度測定ができるよう、当該貨物の温度を測定（0℃～100℃の範囲）

するための手段を備えることが推奨される」とあります。 

 

上記の項で注目すべきは、一般の石炭の温度について特定の上限が定められていない点です。したが

って、荷送人が発熱性を有する石炭である旨を申告しない場合、厳密に言うと、船長には温度を測定

する義務はありません。しかし、船長は貨物の温度を測定し、温度が 55℃を超えている場合には、

直ちに積荷役を中止して、適切な調査が実施できるまで荷役を再開しないようにすべきです。この場

合、関係者に書面で通知し、問題の石炭が実際に「自己発熱性」を有するかどうかを確認するために

専門家の助言を求めるべきです。 

 

                                                   
i Loss Prevention Circular No 15-2008「Loading of hot coal at Maputo, Mozambique（モザンビーク、マプートにおける Hot Coal

の積載）」（英文のみ） 

http://www.gard.no/web/updates/content/20889801/loading-of-coal-cargoes
http://www.gard.no/Content/8235/No%2015-08%20Loading%20of%20hot%20coal%20at%20Maputo%20Mozambique.pdf
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ターミナルにおけるシップローダー1 基の積込能力は毎時数千トンにのぼるため、船長や乗組員が貨

物の確実な温度を知るのは困難です。その上、乗組員がストックパイルの点検を行おうとしても、タ

ーミナルへの立ち入りを許可されない場合があります。そのため、船長は、ターミナルのコンベヤー

や貨物積込装置に組み込まれた自動温度制御システムに頼る傾向にあります。こうした制御システム

は、大規模な石炭ターミナルに設置されていることが多く、温度が一定限度を超えた場合に船積みを

停止させる機能を備えているものもあります。しかし、そうであっても、乗組員が直接制御できない

ことから、（ターミナルでの測定値が役に立つ場合があるものの）それに依存しすぎないことが望ま

しいでしょう。したがって、装置の停止やシーケンスの切り替え時に、乗組員が貨物の温度確認を行

うようにすることが推奨されます。 

 

石炭貨物から感知できる量の一酸化炭素（CO）が発生している状態も、IMSBC コードに記載されて

いる自己発熱性の兆候にあたります。したがって、IMSBC コードに記載のとおり、乗組員による一酸

化炭素の測定を実施することが推奨されます。これは、積荷役時のシーケンスの切り替えに合わせて

実施すると、ガス測定のためにカーゴホールドを閉鎖しないですみます。CO 濃度 50 ppm が検知され

た場合、自己発熱性を有する石炭である可能性があります。このような石炭は、IMSBC コードの規定

を遵守する限り、安全に運搬することができますが、積込み時の当該貨物の温度が 55℃を超えるこ

とのないようにすべきです。 

 

 

 自己発熱性石炭に係る「特別措置」：自己発熱性石炭の運搬に関する「特別な注意事項」により、IMSBC 

コードの小項目 3 には、「船積みに先立ち、当該貨物の温度を測定しなければならない。当該貨物は、

その温度が 55℃以下の場合に限り船積みを認められるものとする」とあります。同コードの文言は

明確であり、「に限り認められるものとする」と言及することで、温度が 55℃を超える石炭は船積

みすべきではないことを強調しています。船長には、IMSBC コードに基づいてこうした貨物の船積み

に抗議する十分な権限があります（事実上、義務になっています）。したがって、船長は、船の安全

を確保するという自身の義務を果たすために、問題の貨物を船から降ろして IMSBC コードに準拠した

貨物と入れ替えることを要求すべきです。 

 

 メタンを発生する石炭：メタンは、大気中に 5%～16%の濃度で存在する可燃性のガスです。貨物積載

場所内のメタンがこの濃度になると、引火性雰囲気が生じ、そこに発火源があると爆発するおそれが

あります。そのため、カーゴホールド内や積荷場所に隣接する場所、または甲板上で熱間加工を行う

ことは固く禁じられています。こうした制限は喫煙を含むすべての発火源が対象です。 

 

 

爆発性雰囲気の発生を避けるため、ガスを測定し、カーゴホールド内のメタン濃度が必ず爆発下限界（LEL）

である 20%を下回るようにすべきです。メタンは空気よりも軽く、積荷の上方の空間に集まる傾向があ

ります。したがって、ガスの測定では、積荷の上の高い場所まで対象に含めることが重要です。さらに、

測定値の正確性を確保するため、船内のガス測定装置を校正しておくことも重要です。IMSBC コードに明

示的な記載があるわけではありませんが、メタンを発生する石炭を自己発熱性石炭と同じ積荷積載場所

に積み込むと爆発の危険性があるため、絶対に避けてください。 

 

  



本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払ってい

ますが、Gard は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。 

  

本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英文

から和文に翻訳されております。翻訳の正確性については十分な注意をしておりますが、翻訳された和文は参考上のものであり、すべて

の点において原文である英文の完全な翻訳であることを証するものではありません。したがって、ガードジャパン株式会社は、原文との

内容の不一致については、一切責任を負いません。翻訳文についてご不明な点などありましたらガードジャパン株式会社までご連絡くだ

さい。 
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自己発熱性石炭やメタン濃度の高い石炭を船積みするにあたっての推奨事項： 

 

1. 石炭の船積みに前に、酸素（O2）、メタン（CH4）、一酸化炭素（CO）、硫化水素（H2S）を測定す

るための複数のガス検知器を船内に備えておくことが重要です。 ガス検知器には、カーゴホールド

内の空間をすべてカバーできるだけの十分な長さの吸気ホースが必要です。加えて、測定値の正確

性を確保するため、検知器を使用する前に校正を行っておくべきです。 

2. 船舶の消火システムについても、積荷役中および航海中に確実に作動することを確認しておくべき

です。固定式の二酸化炭素消火システムを搭載している船舶の場合は、石炭の積み込みを始める前

に、圧縮空気を配管に吹き込んでシステムがすべてのカーゴホールドを完全にカバーしていること

を確認しておくべきです。 

3. IMSBC コードによると、自己発熱はカーゴホールドを密閉して酸素を枯渇させることにより制御でき

ます。しかし、メタンに起因する爆発の危険性を制御するには、これとは逆に、通風によってカー

ゴホールドの空気中のメタン濃度をその爆発下限界（LEL）である 20%未満に抑える必要があります。

航海中、自己発熱の危険性と爆発の危険性が同時に確認された場合には通風に係る規定が優先する、

と IMSBC コードは定めています。 

4. 石炭を運搬する船舶においては、石炭の種類にかかわらず、貨物の温度とカーゴホールド内の空気

をモニターすることが極めて重要です。船長は、自己発熱やカーゴホールド内のメタンの過剰な蓄

積が疑われる状況に直面した場合、直ちに船主と当クラブに連絡し、火災の危険性を減少させる措

置を講じられるようにしてください。 

 

                                                   
i IMSBC コードによれば、荷送人は、石炭の種類にかかわらず、石炭の特性について書面で船長に報告し

なければなりません。この報告書には、少なくとも、石炭の水分含有量、硫黄含有量、容積のほか、積

荷がメタンを発生しやすいか、自己発熱しやすいかを記載する必要があります。 

 

 

 


